
 

 

 

平成 20 年 4月 14 日 

各  位 

 

埼玉県さいたま市大宮区大成町一丁目 246 番地 

メディカル・ケア・サービス株式会社 

代表取締役社長 山  中  一  範 

（コード番号２４９４ 名証セントレックス） 

問合せ先： 取締役財務本部長 石塚 明 

電話番号： ０４８－６５１－６７００（代表） 

 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 平成 19 年 10 月 15日に公表した平成 20 年 8月期中間（平成 19年 9 月 1日～平成 20 年 2月 29

日）及び通期（平成 19年 9 月 1 日～平成 20 年 8 月 31 日）の業績予想（連結・個別）を下記のと

おり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．平成 20年 8月期中間業績予想の修正（平成 19年 9月 1日～平成 20年 2月 29 日） 

（１）連結 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 4,200 150 130 80 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 4,207 54 44 △40 

増 減 額 （ B － A ） 7 △96 △86 △120 

増 減 率 0.2％ △64.0％ △66.2％ ― 

前期実績（平成 19年 8月期中間） 3,656 △12 △18 △296 

 

（２）個別 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 2,000 80 50 35 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 2,145 42 37 △38 

増 減 額 （ B － A ） 145 △38 △13 △73 

増 減 率 7.3％ △46.9％ △25.8％ ― 

前期実績（平成 19年 8月期中間） 1,756 △37 △39 △317 



２．平成 20年 8月期通期業績予想の修正（平成 19年 9月 1日～平成 20年 8月 31 日） 

（１）連結 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 9,000 450 400 250 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 8,700 180 160 50 

増 減 額 （ B － A ） △300 △270 △240 △200 

増 減 率 △3.3％ △60.0％ △60.0％ △80.0％ 

前期実績（平成 18年 8月期） 7,480 98 98 △144 

 

（２）個別 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 4,200 240 180 150 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 4,450 150 130 40 

増 減 額 （ B － A ） 250 △90 △50 △110 

増 減 率 6.0％ △37.5％ △27.8％ △73.3％ 

前期実績（平成 18年 8月期） 3,501 △33 △27 △227 

 

３．業績修正の理由 

（１）平成 20年 8月期中間 

（連結） 

売上高は直営施設を中心に計画どおりの入居水準を確保できたことから達成したものの、2006 年に

営業譲受した「憩いの里」18 棟の料金改定が当初見通しより遅れたこと、繰延消費税を一括償却した

こと及び保有しておりました投資有価証券の時価が著しく下落したことによる評価損を特別損失計上

したこと等により営業利益、経常利益、中間純利益ともに大幅減少となりました。 

 

（個別） 

連結同様に直営施設の入居水準が高い水準を維持できたことから売上高は当初目標を上回る結果と

なったものの、繰延消費税の一括償却や前期末開設しましたデイサービスの稼働率が上がらなかった

こと及び保有しておりました投資有価証券の時価が著しく下落したことにとる評価損を特別損失計上

したこと等により営業利益、経常利益、中間純利益ともに大幅減少となりました。 

 

（２）平成 20年 8月期通期 

（連結） 

 既存のグループホームにおける売上は順調に推移してきており、通期につきましても同様の見込み

でありますが、当初予定しておりましたグループホームの運営開始スケジュールの遅延及びデイサー

ビスの稼働率向上の見込みが遅れること等による営業収益の減少、当中間期の予想未達により、営業

利益、経常利益、当期純利益ともに大幅減少となる見込みであります。 



（個別） 

 連結とほぼ同様の理由でありますが、既存のグループホームにおける売上高が順調に推移してきて

おり、通期におきましては上回る見通しでありますが、デイサービス事業の営業収益が芳しくないこ

と、当中間期の予想未達により営業利益、経常利益、当期純利益ともに大幅減少となる見込みであり

ます。 

 

（注）上記の予想は現時点において入手可能な数値に基づいて作成したものであり、実際の業績は様々な要因に

より予想値と異なることがあります。 

 
以上 


